
この中で講演した４人の薬学生は、卒後、

病院や保険薬局、ドラッグストア、製薬企業

の研究職への就職を目指している松本舞さん

（福岡大学）、吉田啓太郎君（九州保健福祉大

学）、有薗可奈子さん（崇城大学）、川幡見奈

子さん（熊本大学）で、それぞれが目指す薬

剤師像について発表、会場の薬剤師の先輩た

ちを含めディスカッションを行った。

最初に講演し

た松本さんは、

医師である父と

その診療所で働

く薬剤師が協力

し合って、患者

に優しい医療を

提供している姿

を目の当たりに

して、病院薬剤師を目指している。

当初、薬剤師の業務という意味では、「病

院薬剤師といえど、患者さんと触れ合う機会

が多くなることだけだろう」と思っていたが、

早期体験学習の中で、製剤の調整やＴＤＭな

ど様々な業務があることに驚いたと語った。

特に、ＴＰＮ無菌製剤調整と治験に興味を持

った。

また、治験コーディネーターとして活躍す

る薬剤師を見て、「新薬開発における薬剤師

の役割の大きさを感じた。もし、私が治験コ

ーディネーターになれれば、しっかりと薬の

知識を持って、自分にしかできないアドバイ

スを提供したい」と抱負を語った。

日本病院薬剤師会が認定する癌や精神科、

ＨＩＶ、感染制御などの「専門薬剤師制度に

も挑戦したい」とし、「患者さんや医療スタ

ッフから必要とされる薬剤師を目指したい」

と、将来の夢を話した。

保険薬局の薬

剤師を目指す吉

田君は、「患者

を中心とした医

療を支える薬剤

師になりたい」

とし、「それに

は、バイタルサ

インを含めた臨

床検査値を読めるように勉強する必要があ

る」とした。

早期体験学習を通じて現場の薬剤師が「よ

り適切な薬物療法をサポートするため、患者

さんの身体情報を集めることに尽力している

ことが分かった」という。また、体験学習を

通し、患者の身体情報を詳しく知る具体的な

方法として、「薬局で肌の水分率を表示する

モイスチャーチェッカーや、肌の油水分のバ

ランスを測る油水分測定器を活用すれば、薬

疹などの副作用を未然に防止できるのではな

いかと思った」と提案した。

有薗さんは、ドラッグストアの薬剤師を目

指している理由を「新しい一般用医薬品の販

売制度で薬剤師にしか販売できない第一類の

医薬品が、将来的には増加するものと予測さ

れる。薬剤師が販売することで、地域の人の

セルフメディケーションにより一

層貢献したい」と話した。

さらに「ドラッグストアの薬剤

師が目指すべき方向性は、病気の

予防や健康増進のサポートにあ

る」とした上で、「温かな接客マ

ナーで、病院受診も含めた対応の

相談、セルフメディケーションの

サポートなどの業務に尽力するド

ラッグストアの薬剤師になりた

い」と将来の抱負を述べた。

また川幡さんは、６年制コース

の薬学科に入学したが、高校生の

時から製薬企業の研究職に強い興

味を抱いていた。そこで「研究職

に就くには、やはり大学院に行く

方が有利だが、私たちは初めての

６年制薬学生なので、先のことは

あまり分からない。私自身も、６

年＋４年の10年間を大学で過ごす

ことに大きな不安を感じている」

と大学院進学に若干の戸惑いをみ

せながらも、「他人の痛みや苦し

みが分かる薬剤師として、新しい

薬の開発に貢献したい」と抱負を

述べた。

日本薬剤師会会長の児玉孝氏

は、薬学生の発表を聞いて「しっ

かりと薬剤師の将来像を見据えた

考えが、全ての薬学生の講演で示

されていた。薬学教育を６年制に

した手応えを感じている」とコメ

ント。さらに「川幡さんには、６

年制を卒業してから、迷わず大学

院へ進学してほしい」とのエール

も送った。

さらに、コメンテーターとして

参列した薬剤師で前参議院議員の

藤井基之氏は「薬学には、様々な

分野への対応性がある。在学中に

サイエンティストとしての厳し

さ、そして医療従事者としての優しさを学べ

ば、卒業後はどんなジャンルへ行っても活躍

できるはず」と総括した。
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10月12・13の両日、宮崎市内のフェニック

ス・シーガイア・リゾート　ワールドコンベン

ションセンターサミットで開催された第41回日

本薬剤師会学術大会で、薬学生・薬剤師による

サテライトシンポジウム「実践型薬剤師を育成

する薬学教育（実務実習など）への期待と成果」

が行われた。シンポジウムでは、はじめに４人の薬学生が、将来を見据えた薬剤師像について、

薬剤師の先輩を前に講演。引き続いて開局、病薬、卸、大学の立場から６年制薬剤師への期待に

ついて発表されるという２部形式で進められ、会場に詰めかけた多くの薬学生が、同年代の講演

に熱心に耳を傾けた。

様々な業務に驚き

松本さん

臨床検査値を勉強

吉田君

会場には同年代の発表を熱心に聞く姿が多く見られた
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薬学生が目指す薬剤師像を展望
先輩たちを前に堂々と講演




